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論文内容の要旨
本論文では， Cu-AI-Ni3元系について混合圧粉体の焼結性および焼結体の内耗値を検討し，その最
適組成を選ぶことにより消音吸振性含油軸受の試作を試みている。
本論文の各章を要約すると次のようになる。
第 1 章では ， y' マルテンサイトが出現する可能i生のある組成 Cu-14wt%AI を選び， CufJiを Ni 粉
で置換した Cu-14wt%AI-Ni3元系混合圧粉体のうちで最も焼結性のよい Ni配合率を求めた結果，膨
れが最低なのは 8wt%Niであり，この組成で昇温中 τ(Cu 3 NiAI 6 ) 相が最も形成されやすく， AI 
のそれ以上深い浸透を妨げるので，流出孔の形成も抑制されることを明確にしている。
第 2 章では， 9500C で 4 時間焼結後，約3300C/minの速度で冷却した Cu-AI-Ni3元系焼結合金のう
ちで，最高の内部摩擦値を示したのは14wt%AI および 8wt%Ni 含有の試料であり，室温で y' マル
テンサイト単一相であることを立証している。
第 3 章では，上記の同一の試料について内部摩擦に及ぼす冷却速度の影響手検討した結果，内部摩
擦値は冷却速度の増加に伴って約3000C /min まで直線的に増大し，それ以上の冷却速度でほぼ一定の飽
和値となり，その値では γ'マルテンサイト単一相になることを明らかにしている。
第 4 章では， Cu-14wt%AI-8wt%Ni y' マルテンサイト焼結合油軸受合金の軸受性能は，一般に
使用されている Cu-lOwt%Sn および~Fe-lOwt%Cu焼結合油軸受合金よりも，高速高荷重で格段に優
れているとともに，日及拐をl生についても比車交にならないほど1券っていることを石在2忍している。
第 5 章では，上記 3 種類の試料について音響特性を比較した結果，吸振性と内部摩擦特性に対応し，
y'-Ni. AI 青銅が圧倒的に他の 2 者よりも良く，残響時間の短かいことによって特徴づけられること
? ??
を示している。
このように焼結性，消音吸振性および含油軸受性能の 3 拍子揃った本焼結合油軸受合金は将来におけ
ける実用の可能性があることを説いている。
論文の審査結果の要旨
本論文は ， y'マルテンサイトが常温以上で存在しうる組成範囲のCu-AI-Ni3元系について， 3 元
系混合圧粉体の焼結性および焼結合金の内耗値を検討し，最適組成を選び，それが果して消音吸振性
含油軸受として良好な性能を発揮しうるか否かを研究したものである。
焼結実験及び内部摩擦実験より，最適の組成を Cu-14wt%Al-8wt%N i とし，その理由を金属組織
学的に明らかにしている。
焼結後の熱処理により y'マルテンサイト単一相とした上記組成の含油軸受試料を，従来から使用さ
れている Cu-l0wt%Sn及び~Fe-l0wt %Cuの焼結含油軸受試料と，軸受性能試験及び振動吸収性能試
験により比較した結果 高速高荷重で、本合金は他の 2 者よりもはるかに軸受性能が良いのみならず，
消音吸振性がきわめて優れていることを実証している。
本焼結合金の組成と製法は独創的でトあるのみならず 物理冶金学的に得られた知見は金属工学的に
高く評価されるとともに，その良好なる消音吸振性と優秀な含油軸受性能は実用的価値が高し)0 した
がって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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